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そ 

 

 

永畑小にて 
９月２８日（木） 午後、永畑小学校に伺いました。１１月上旬に永畑小学校を会場として、大阪府公立小・

中学校美術教育研究会第５１回研究大会が開催されます。この日は、同研究大会に向けての事前授業研究会

があり、その授業を観察するために伺いました。これまでにも既に事前授業が実施されており、１０月中に

あと２日実施予定となっている事前授業およびその研究会で、永畑小低学年児童への授業を八尾市内の別の

小学校教員がする、というものでした。私が入室した時は授業開始の３分ほど前でした。担任教員が学級の

児童に伝えごとをしているようなタイミングでしたが、教壇に立っていたのはまさにこれから授業を始める

別の学校の教員でした。そう思うほどの学級児童との心の距離感でした。図工学習の内容は、偶然性を大切

にしながら表現をしていくもので、モニターを使ってイメージの支援をしたり、児童が作った作品を写真に

収め共有したり、あるいは作品から伝わるものをことばにしたりしながら進んでいき、４５分の授業は充実

した形で終わりました。 

 この日は８人ほどが授業研究のため、見学しており、その後は、どうすればより良い授業となるかについ

ての話し合いは２時間を越えていました。その話での方向性をもとにプランを練り直し、１０月に再度授業

をすることでお開きとなりました。 

その後は、研究大会当日については、本校も関係しているところですので、関連する打ち合わせを行い、

永畑小を後にしました。 

研究大会については昨年度から取り組みが始まり、今年度もこれまで数回会議や授業研修等を重ねて、い

よいよ大会当日が近づいてきました。何事をするにも準備が肝心だと改めて感じさせられます。 
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